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あらまし： 本稿では, 学生の目標達成を支援するとともに，学生一人ひとりに合ったサポートが可能に

なる Web 上のデータベースで学生の目標や資格の取得状況などを管理する e ポートフォリオについて報

告する．また，これまで拓殖大学が実施してきた多彩な就職支援プログラムと学部教育とのさらなる連携

を図り，専門知識を踏まえた実務能力の養成との実践結果を合わせて報告する． 
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1. はじめに 

拓殖大学では履修相談などの学業上の助言や成績

不良者への対応は教育職員である学生主事が行い，

就職に関する基本相談は就職部の職員がアドバイス

を行い，キャリアに関する相談は就職内定取得学生

による SA アドバイザが相談を受ける複数のアドバ

イザによる包括的指導体制を取っている(1)．しかし，

学生に困難な状況や問題が発生した際に，アドバイ

ザに主体的に相談する学生は良いが，そうでない場

合には，学生の詳細な実態を把握する手段がなく，

セメスター終了後の成績でしか学生の状況を推し量

ることができない．文部科学省 中央教育審議会 大

学分科会において審議されている学士課程教育の構

築に向けて答申（案）（２）の中には，成績評価の改

革の方向として，学生の学修履歴等の記録と自己管

理のためのシステムを開発することは，学習成果を

重視した評価の条件整備として重要であるとしてい

る．また，具体的な改善方策として，学生が自らの

学習成果の達成状況について整理・点検するととも

に，これを大学が活用し，多面的に評価する仕組み

（いわゆる学習ポートフォリオ）の導入と活用を検

討することが挙げられている． 

本研究では，拓殖大学の特色を充分に考慮した電

子ポートフォリオシステムを実現するための要求分

析を行い，キャリア力養成を目指したポートフォリ

オシステムを構築運営した(1). 

また，対面支援の両面からキャリア力向上の実現

を目指した本稿ではこれまでの活動を報告する． 

 

2. キャリア支援内容 

雇用状況が低迷している現在の社会を生き抜いて

いくためには，エンプロイアビリティ（雇用されう

る能力，雇用を継続させる能力）の獲得と向上が不

可欠である．「e ポートフォリオを活用したキャリア

力養成プログラム」では，社会に求められる確かな

キャリア力と，社会の動きを敏感にキャッチし柔軟

に対応できる力を育むことをめざし，以下の取り組

みを進めている． 

２．１ ｅポートフォリオの導入 

e ポートフォリオとは，Web 上で学生のキャリア

プランを記録し，定期的な振り返りや気づきによる

プランの修正，資格取得状況などを管理できるシス

テムである．これにより，学生情報を「学生カルテ」

として教員や職員が共有し，個々の目標と現状を踏

まえた的確なアドバイスが可能になる．さらに，1

年次からの記録を蓄積していくことで，将来の目標

やそれを達成するための気づき，振り返りが容易に

なる．キャリアプラン達成へのモチベーションを高

めることができるだけでなく，学生自身の自己管理

能力や自己実現能力の向上につながっていくもので

ある．「My 履歴書」への入力項目が増えるにつれて

キャリア力が増していることを実感できる．本稿に

おいてはこの取り組みにおいて作成されたキャリア

力向上のための e ポートフォリオシステムを以降単

に e ポートフォリオと呼ぶこととする． 

２．２ ＩＴシステムの連携 

求人情報や会社説明会などの情報をリアルタイム

で閲覧できる「就職 Web」や，Web 上で授業の資料や

内容を確認できる「ブラックボード」などといった

既存のシステムと e ポートフォリオを連携すること

により，就職支援と学部教育を一体化したより効果

的なキャリア教育の環境を整えている． 

２．３ 企業合同セミナーの開催 

本学の就職部が推薦する優良企業を招き，本学の

学生のためだけに開催される大規模な会社説明会を

実施している．例年約 200 社が集結し，ブース形式

で企業の方々に直接対話することができる．毎年多

くの学生が参加企業への内定を獲得しており，就職

に直結する本学最大のイベントである． 

２．４ ＳＰＩ模擬試験の無料実施 
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多くの企業が就職試験に取り入れている SPI．適

性検査ともいわれるもので，学生の能力や性格の適

性を図るテストである．本学では，キャリア力養成

の一環として，1年次からSPI模擬試験を実施する．

学生が企業に求められる能力や各自の課題を早期に

認識し，就職試験までに弱点の克服をめざす． 

２．５ モバイルサイトの開設 

携帯電話からアクセスできる就職情報サイトを開

設し，就職に有用な情報をリアルタイムで配信する．

自宅や大学のパソコン以外に，外出先でも本学が提

供する就職情報をチェックすることができるため，

忙しい就職活動中も安心．将来の夢に向かってがん

ばる学生を多角的にサポートする． 

２．６ ＴＡ・ＳＡのサポート 

TA（ティーチングアシスタント）や SA（学生アシ

スタント）として，先輩学生が後輩の学習や就職活

動を学生ならではの視点でサポートする．就職内定

者が自己の体験をもとにアドバイスするなど，下級

生が就職活動をより身近なものとしてとらえ，早期

に就職意識を高めることができる． 

２．７ 他団体の視察および講習会 

学生への有益なアドバイスや就職サポートを行う

ため，企業の採用方法や他大学のキャリア教育に関

する情報を積極的に調査・収集している．社会の動

向を分析し，基礎データとしてさまざまな学生のニ

ーズに合った情報を提供し，学生のキャリア力・就

職率の向上につなげる． 
 

３．ｅポートフォリオシステムの成果 
 今回構築したｅポートフォリオシステムは図１の

ような遷移で利用されることを想定している． 

1 年生時から学生の自己紹介，課外活動やボランテ

ィア活動，留学経験など履歴書制作を中心に手がけ，

初年次教育から自分でキャリアを作り上げることを

意識させ，ＳＰＩ結果や試験対策システムとの連動

で不得意分野の発見と克服，ＴＯＥＩＣテストに 

 

 
図 1 ｅポートフォリオの利用イメージ 

取り組むなど，意識向上をめざした． 

教員のアンケートでは一定の評価があった．特に

目標を設定させ，決まった期間内に振りかえりを行

わせ，目標管理と反省，目標再設定を実施させた．

教員は進捗状況を確認して滞りの有無，取り組みの

困難性をチェックしてアドバイスを行ったり，シス

テムへの書き込みを行うよう促した．そのためシス

テム利用度の高い学生には，システム利用の効果が

あると評価された．長期に海外留学している学生か

らは対面相談の代わりになり，大学とつながってい

る，支援されている安心感もあると高評価であった． 

しかし，このシステムは対面面談支援の補助的な利

用となっており対面指導での効果が大きく，ｅポー

トフォリオのみの指導は現実的ではない。 

 

４．おわりに 
現在 eポートフォリオシステムの 2013年 6月現在

の登録率は教員 16%，利用率は教員で 4％，学生で

24%である．このシステムは全学的に利用されるよ

う利用率向上を目指さなくてはならない． 

現状では，利用率の低い学生へ励ましのメールを

自動送信したり，目標実施のためのリマインダ機能

が機能していないので教員が定期的にチェックする

必要がありこの点が問題点として指摘される． 

また，倫理的な面を考慮してこれまでゼミナール

科目のみに絞って「指導する・される」（1 学生に 1

人の教員を割り当てる）の関連づけを行ってきた．

よってすべての科目，クラスもしくは課外活動のグ

ループなどで利用できるわけではなく，1 人の学生

に複数人の教職員が指導できるようになってほしい

と学生からの要望もある． 

今後は，これまでの取り組みの総括を行い，全学

で学生，教職員ともに向けて詳しく評価を行いたい．

今年度全学的に委員会が策定され，これらの問題点

を中心に解決を図りシステムの改変を続けていくこ

とが期待されている． 
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